
（1） 赤れんが No.126号

　南国の鳥の尾のようなカラフルな羽根が宙を舞い
「カーン、カーン」という高い音が澄んだ空気に

鳴り響いた。３６期冬季交流会の始まりだ。

羽子板には佐久間さんによる美しい花々が描かれ
羽子板を持つ人の心を躍らせた。
　７時30分。役員集合！美味しいトン汁を皆さんに
提供するぞ。男性陣はテント張りに、女性陣は
トン汁の最後の仕上げに気合入りまくりだ！
　今期一番の寒波にもめげず集まってきた人々には

具沢山でヘルシーなトン汁・お赤飯・甘いみかんが

手渡された。今年はビール・日本酒・ジュース・

温かい麦茶が無料で参加者に提供され、懇談席や

此処彼処で笑顔の会話が弾んでいた。

　集会所の中では白木の独楽に子供達が楽しそうに

色付けをしていた。紐を巻いて「エイッ！！」と

掛け声と共に引く。たった今色付けした独楽が

グルングルンと回り、なんと綺麗なこと！

　羽根つきと独楽作りは子供会発足の記念行事

だが、こんなに盛り上がるなら毎年でも(^O^)

　さて、いよいよ抽選会。今年の１等賞はお米

10kg。みんなの視線が福永会長の口元に集中する。

「ワーッ！」「オーッ！」との声が響き、今年の

冬季交流会は無事幕を閉じた。　　　（山田京子）

午前中の肌寒い中に始まった冬季交流会。会場にはまだ人も少ない中、

羽根付きは福永会長と山田副会長の勝負で幕を開けました。

10点先取　負ければ墨にてお顔が・・・！！

副会長が先に３点先取、動揺する会長はサーブにて４連続ポイント以降のシーソーゲームの中、１１対９にて会長の辛勝！
というのも、ゲーム中に多くのお客様が来られゲームどころでは無くなりました。（笑）
今回の羽子板は、佐久間さんの手書きの羽子板、周知の方々は写真を撮ったり、女の子達は、
その絵を見て選んでいました。4つの羽子板では足らず順番待ちが8人も！（中には羽子板持参の方も！）
子供達は、墨での罰ゲームは嫌がり純粋に羽根付きを楽しみ、大人達は動体視力と格闘しながら
「あれ！」「あれあれ」と笑いながら童心に返っていました。
写真を取る人も多く、子供達が「着物」にて参加なら“お年玉”でもあげても良いのでは
ないかと思いました。　　　　（土屋信孝）

子ども達のお楽しみコーナーとして、コマ作りをしました。
 白木のコマにマジックで思い思いに色を塗り、その後、紐の巻き方と回し方を練習して遊びました。
 ほとんどの子どもが初めてだったので、紐を巻くのもなかなかで「難しい」と言いながらも根気強く頑張り、うまく回ると　
　色の変化に目を見張り、顔が輝いてうれしそう！
  大きい子は、覚えも早くすぐに回せて、何人かで競争したり、小さい子に教えたりして一緒に楽しんでいました。
  大人も昔は、たくさん遊んだはずなのに、意外と忘れていて、久しぶりに童心に返り真剣に。持ち帰ったコマで、ぜひ、
ぜひ、親子一緒に楽しんで下さい。　　　　（櫻井弘美）
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　　　　　　　　　　　　　文化部料理教室

　12月１日　富岡並木地区センターの調理室にて「クリスマスのおもてなし」と題した料理教室を開催致しました。
講師は、管理栄養士の大磯典子先生です。
　26名（小学生５名）の参加者が４班に分かれ、手まり寿司・鶏手羽元の煮込み・柿サラダ・ショートケーキの
４品を皆さん協力しあい和気藹々と楽しく、おいしく仕上げました。
　各班共に盛り付けやデコレーションを工夫し、同じメニューでもオリジナリティー溢れる
「おもてなし料理」がテーブルを彩りました。     　（文化部　佐藤）

年末恒例の管理組合と自治会で１２月２７日から３０日の４日間、午後8時から合同防犯パトロール
を実施しました。
　静かで、暗く、寒いブラウンハイムの団地内を、理事４名、階段委員５名の合わせて９名の元気な
大きい声が、「火の用心」カチッカチ、「火の用心」カチッカチと響きわたりました。
　29日は、理事の鈴木さんが息子さんと共に参加して頂き10名で一周し、
最後に温かい飲み物を受け取った時の笑顔がとても印象的で、そのままカイロ代わりに
　持ち帰って頂きました。
このような防犯パトロールが何十年も引き継がれていることを思うと、ブラウンハイム住民の
　底力を垣間見た感じが致しました。
今回のパトロールに参加して頂いた理事、階段委員の皆さん、本当に寒い中、

　御協力有難うございました。　　（海付　武）

  　　　　　　　　　　 訃報　　ご冥福を心よりお祈り申し上げます。

入谷　　　　茂　様　　20-5-402    7月             伊藤　　　和子　様　　20-3-202   10月   
伊藤　　　　宏　様　　20-4-104    9月             江口　 須賀子　様　　20-5-204   10月
蒔田　  　 和子様　　20-2-506   10月             蒔田　  　逸夫　様 　 20-2-506   12月
松田　　 　時子様　　21-2-103　　2月　

2013年末管理組合・自治会合同防火・防犯パトロール 

おいしかったね！ 

12月３０日 12月27日 

おいしそうな出来上がり４品 



(3) 赤れんが No.126号

11月9,10日　金沢シーサイドタウン連合自治会の文化祭が
　並木中央小学校で開かれました。ブラウンハイムからは
　前年度自治会・文化部主催の“墨で遊ぼう”の作品を出展。
幅90cm 長さ5mの白い紙に　
墨の濃淡の線が自在に踊る大作2点で、来場者の度肝を抜き、
すばらしいと大好評を得ました。

平成２５年１２月１日に横浜市資源循環局主催の平成２５年度横浜環境行動賞「ヨコハマ３R夢」推進者表彰式が
関内ホールで行われ、２０年の永年在職者として20-3-402の福永　哲夫氏が表彰されました
永年　環境事業推進委員として、地域の環境美化に努めてくださいました。

2月21日、暖かな日差しとコーヒーの香りに包まれて、
集会所でブラウンクラブのお茶会をしました。
おいしいケーキやお菓子の並ぶテーブルに
会話の花が咲き乱れました。
　転倒予防になる足指開き体操の
視聴もありました。
楽しい情報交換の場として、
こんなお茶会がよいとの声も聞かれました。

濃いピンクの何とも可愛い河津桜、樹の元には黄色の菜の花、春～という明るい軽い
気分で、そぞろ歩き。小松ケ池の周囲、
跨線橋からの桜と京急電車のツーショットを
カメラにおさめて、マホロバ・マインズ三浦へ。
いろいろ盛りの昼食の後、温泉で足腰の疲れを癒し休憩。その後
　海産物マーケット“うらり”と三浦野菜の“すかなごっそ”
に寄って買い物を楽しみ帰途につきました。
参加者18名、おしゃべりもはずみ、親しく交歓できた一日となりました。

連合文化祭 

表  彰 

ブラウンクラブ第5回定例会 

河津桜が咲きました！ 

ブラウンクラブだより 

会話の花が咲きました！ 
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第36期自治会会長　福永哲夫

まず初めに、活動計画に掲げたシニアクラブ発足について準備を進めました。実際には
3月から毎週のように打ち合わせをし、無事「ブラウンクラブ」として6月に発足することが
できました。
　夏祭りでは、何年振りかで大人神輿を巡行しました。今年は個々にお手伝いをお願いした
方々を協力者メンバーとして登録し、これからもお願いすることを承諾していただきました。
また、案内状をお出しした県・市議会議員全員が来所され懇談の場を持てました。
　冬季交流会では、準備・後片付けなど一部ご協力いただきましたが、階段委員だけで
どうにか行うことができました。餅つきは、見送りましたが、子供会の発足を記念して
お正月伝統行事のコマ作り・羽根つきを企画し多くの子供たちで賑わいました。
　この1年間、行き届かないことも多々あったかと思いますが無事終えることができましたのも、
ひとえに階段委員はじめ住民皆様のご協力と感謝いたします。
　今後の自治会活動が益々発展することをお祈りいたします。

シリーズ最終　21街区の３棟です。20-5棟と21-3棟の南側にユリノキの並木があります。
5～６月にオレンジとグリーンのおしゃれなチューリップ型の花が咲くのを今年こそ！　と期待を込めて
待っています。四季の彩りを楽しみ、樹々を大事に見守っていきましょう。

　“赤れんが”の作成にあたり　自治会行事全てに参加し、苦しみでもあり、楽しみでも
あった１年でした。部員がパソコンに不慣れなため、防火防犯部長の海付さんに紙面作成をお願いし
お骨折りいただきました。（広報部　米田）

一年を振り返って 

知っていますか？   ブラウンハイムの樹木 

クロチク 
ベニトキワマンサク（春） 

クチナシ（初夏） ｷｮｳﾁｸﾄｳ（夏） 

ユリノキ（春） ナワシログミ（春） 
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